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令和６年 5 月 24 日（金）八尾市文化会館プリズムホールにて令和 6 年度八尾市民生委員児童委員協議

会総会が開催されました。

民生委員・児童委員の出席者 137 名、来賓として八尾市　大松市長、八尾市議会　松田副議長、八尾

市社会福祉協議会　⻆田会長、八尾市民生委員推薦会　谷岡委員長職務代理、八尾市健康福祉部　當座部

長、八尾市こども若者部　吉川部長にご来賓いただきました。また、各出張所長にも来ていただき、議事

をスムーズに進めることができました。

記念講演では、来年の一斉改選に向けた講演会を開催しました。ふくしと教育の実践研究所　SOLA

（Social　Labo）主宰　新崎国広氏をお招きし、「地

域共生社会の実現に寄与する民生委員児童委員の

役割と期待」をテーマにご講演いただきました。

深刻化する社会福祉問題の現状をふまえ、地域

共生社会の実現に向けて民生委員・児童委員が多

職種連携・地域協働の実践者として「助け上手助

けられ上手」の大切さを学ぶ、コロナ禍を経て改

めて気づいた民生委員・児童委員の役割の重要性

についてなど、活動を発展させる様々なポイント

について教えていただきました。

八尾市民生委員児童委員協議会総会特集①

第3部　新崎国広氏による記念講演

第1部　小林会長による開会のご挨拶
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令和 6 年 6 月 14 日（金）八尾市文化会館プリ

ズムホールにて、今年度、新たな取り組みとして

「災害に関する研修会」を実施しました（参加者

５８名）。講師は一般社団法人 FEEL Do（フィー

ルド）代表理事の桒原英文氏をお招きし、「強め

よう！災害時に向けたつながり 高めよう！平時

の福祉力・防災力−災害にも強い地域を目指して

−」をテーマにご講演をいただきました。講演で

は、災害に備える民生委員・児童委員活動１０か

条や災害にも強い地域づくり４つのポイント、日

頃の取り組みから「いつ もしも」を意識するこ

との大切さなどを学ぶことができました。グルー

プワークでは、ワークシートをもとにまず自分の

身を守る【自助】に関する個人ワークを行った後、各地域でどのように対策を取る必要があるのかなどに

ついて話し合い、情報共有の場となりました。また、アンケートでは「日頃からつながっておくことの必

要性を再度認識しました」、「民生委員として普段から関わっている要支援者へ連絡する順番を決めておく

ことの重要性に気付いた」などの感想もいただきました。

日本は世界有数の地震大国です。この研修を通じて、地震だけでなく台風などの自然災害が増えている

近年において、改めて平時における民生委員・児童委員としての役割を考え直すきっかけとなりました。

災害に関する研修会について特集②

研修会のようす 委員によるグループワーク

講師である桒原英文氏
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Well おおさか 51 号（発行：大阪府民生委員児童委員協議会連合会）に、八尾市

民生委員児童委員協議会の活動として八尾市立八尾小学校と民生委員・児童委員と

の連携に関する記事が掲載されました。今回の記事では、地域と学校がつながるき

っかけや小学生への見守り、家庭科授業での実習支援などの実際に行っている活動

が紹介されています。過去の記事を含め、大阪府社会福祉協議会のホームページで

も掲載されていますので、ぜひ「Well おおおさか 51 号」でご検索ください！

①開催地区について

昨年度から少しずつ活動再開している

子育て支援ひろば「はとぽっぽ」。現在、

９地区８か所（R6.9 付）で、活動されて

います。対象者は、保護者とその子ども

[0 歳～就学前（児）] で、自由に集いながら、

季節に合ったイベントの実施や絵本の読

み聞かせなどを行っています。開催地区

と日時、場所は右記の通りです。ぜひご

参加ください。

②研修会「子どもの遊びを学ぼう」に参加しました！

令和６年７月２３日（火）八尾市社会福祉協議会が運営する幼保連携型認定こども園 おひさまこども

園主催の、「子どもの遊びを学ぼう」（八尾市地域子育てつながりセンター　さんさんひろば地域支援事業）

に参加しました。参加者１９名で、各地区ではとぽっぽの活動をされている方やボランティアグループに

所属されている方などが参加されました。体を動かす歌体操や、大型絵本の読み聞かせ方、それぞれの年

齢に合ったおもちゃの選び方、身近なものを活用する手作りおもちゃの体験など、現役の教諭から多くの

ことを教わりました。また、交流会も行い、日頃の活動の様子や悩み事について、今日の学びを地域で活

かすことができるかなどについても話し

合いました。少しの工夫が子どもたちの

よろこびや笑顔につながることや、地域

で活動を続けることの意義を感じること

ができるよい機会となりました。次回の

開催は、１２月 6 日（金）に予定されて

います。

Wellおおさか51号に八尾市の活動が紹介されました！

子育て支援ひろば「はとぽっぽ」の開催について

特集③

特集④

歌体操の体験 手作りおもちゃの見学
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西
郡
地
区　

遠
藤　

美
雪

５
月
29
日
㈬
に
高
槻
市
立
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
カ

ン
ガ
ル
ー
の
森
」
施
設
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
１
階
か
ら

３
階
ま
で
吹
抜
け
で
、
遊
具
や

砂
遊
び
が
で
き
る
中
庭
に
面
し

竹
渕
地
区　

森
下　

明
美

９
月
11
日
（
水
）、
河
南
町

立
総
合
体
育
館
ぷ
く
ぷ
く
ド
ー

ム
に
お
い
て
講
師　

石
川
千
明

専
門
部
会
活
動
報
告

「ベビールーム」の見学

児
童
福
祉
部
会

主
任
児
童
委
員
部
会

て
い
る
た
め
施
設
全
体
が
、
と

て
も
明
る
い
と
感
じ
ま
し
た
。

１
階
に
は
広
々
と
し
た
プ
レ

イ
ル
ー
ム
が
あ
り
毎
日
１
０
０

組
前
後
の
親
子
が
利
用
し
、
保

育
士
や
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
常
駐
し
て
お
り
、
子
育
て
相

談
や
遊
び
方
の
助
言
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
な
に
げ
な
い

会
話
の
中
か
ら
支
援
に
つ
な
が

る
事
も
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
２
階
に

は
研
修
室
と
学
習
室
。
Ｉ
Ｈ
コ

ン
ロ
を
備
え
た
調
理
室
で
は
離

乳
食
や
幼
児
食
の
調
理
実
習
中

は
保
育
士
が
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
、
で
き
上
っ
た
料
理
は

お
弁
当
持
参
で
遊
び
に
来
て

い
る
親
子
さ
ん
達
と
一
緒
に
中

庭
の
見
え
る
２
階
ラ
ン
チ
コ
ー

ナ
ー
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。
３
階

は
子
ど
も
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

八
尾
市
で
も
、
こ
ど
も
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
ぷ
」
が

で
き
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
の
役
割
や
各
分

野
と
の
連
携
・
協
力
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
「
ほ
っ
ぷ
」

を
拠
点
と
し
て
八
尾
市
全
体
で

子
育
て
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

氏
に
よ
る
「
ス
マ
ホ
時
代
の
子

ど
も
た
ち
に
大
人
が
で
き
る
こ

と
」
の
講
演
に
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
ス
マ
ホ
を
持
つ

事
に
よ
っ
て
、
安
心
と
思
う
親

が
い
る
反
面
「
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ

ブ
ル
」、「
②
長
時
間
利
用
」、「
③

ネ
ッ
ト
で
の
出
会
い
」
な
ど

今
ま
で
に
な
い
心
配
ご
と
が
お

こ
っ
た
時
の
対
策
に
、
頭
を
痛

め
て
お
ら
れ
る
現
状
の
話
し
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
危
な
い

目
に
あ
わ
な
い
為
に
、
大
人
が

出
来
る
事
は
、「
①
知
る
こ
と

（
大
人
も
子
ど
も
も
）」、「
②
安

全
対
策
」、「
③
ル
ー
ル
作
り
（
家

庭
・
地
域
・
学
校
）」、「
④
相

談
で
き
る
場
所
に
」
で
す
。

私
た
ち
、
大
人
が
強
い
気
持

ち
で
子
ど
も
た
ち
に
愛
情
を
注

ぎ
、
困
っ
た
時
に
は
い
つ
で
も

相
談
し
て
も
ら
え
る
様
に
子
ど

も
の
目
線
に
立
ち
、
問
題
解
決

の
糸
ぐ
ち
に
な
り
た
い
と
切
に

思
い
ま
し
た
。
こ
の
度
の
講
演

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
主
任
児

童
委
員
と
し
て
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
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た
だ
い
た
場
合
は
改
め
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
地
区
研
修
だ
よ
り
か

ら
は
外
れ
ま
す
が
、
当
地
区
の

喫
緊
の
課
題
は
、
来
年
の
一
斉

改
選
で
私
を
含
め
12
名
が
定
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
次
に

引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
方
を

探
す
こ
と
で
す
。

い
な
、
な
ぜ
だ
ろ
う
？
」
と
気

に
な
る
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
校
長
先
生
と
話
し
、

「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
来
て
い

な
い
の
で
は
？
」
と
な
っ
た
こ

と
が
活
動
の
出
発
点
と
な
り
ま

し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
子
ど
も
た
ち
の

ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
な
が

ら
、
お
に
ぎ
り
・
味
噌
汁
・
副
菜
・

デ
ザ
ー
ト
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
八
尾
市
こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
事
業
補
助
金
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
１
学
期

は
想
定
以
上
の
応
募
が
あ
り
、

高
学
年
・
低
学
年
を
週
ご
と
に

地
区
研
修
だ
よ
り
の
原
稿
依

頼
を
受
け
ま
し
た
が
、
困
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
正
直
に
申
し

上
げ
ま
す
と
、
上
之
島
中
学
校

区
地
区
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
３

年
間
全
体
で
の
研
修
会
は
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
研
修
と
親

睦
を
兼
ね
て
バ
ス
旅
行
等
を
し

て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
か
ら
５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
役
員
と
相
談
の
上
、
10
月

～
11
月
頃
に
は
研
修
会
を
再
開

し
、
今
年
は
テ
ー
マ
を
決
め
て

座
学
の
研
修
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
掲
載
の
機
会
を
い

今
年
度
よ
り
毎
週
月
曜
日
、

大
正
北
小
学
校
に
て
こ
ど
も
朝

食
堂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
き

っ
か
け
は
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
活
動
中
に
、
２
時
間
目
を

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
「
元
気
が
な

地
区
研
修
だ
よ
り

「
一
斉
改
選
に
向
け
て
」

上
之
島
中
地
区
　
　
山
下
　
豊
次

「
こ
ど
も
朝
食
堂
『
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
』」

大
正
中
地
区
　
　
植
村
　
幸
永

朝ごはんを食べる生徒たち

後
任
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

ず
、
欠
員
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
危
惧
し
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
福
祉
委
員
会
に
も
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
定
年
を
迎
え
る
12
名
に
か

か
っ
て
く
る
負
担
は
大
き
い
で

す
。

分
け
て
実
施
す
る
こ
と
で
約
45

名
の
子
ど
も
た
ち
に
食
事
が
提

供
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

か
も
め
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
）
の
メ
ン
バ
―
と
一
緒

に
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

と
送
り
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

※
第
82
号
は
、
研
修
で
は
な
く
、
地
区
で
の
活
動
を
掲
載
し
ま
す
。
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心
し
、
自
分
は
、
ち
ゃ
っ
か
り

か
き
氷
２
杯
も
、
食
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン

ト
も
、
当
日
を
迎
え
る
為
の
準

備
が
大
変
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
日
頃
会
え
な
い
方
達
と
ふ

れ
あ
う
機
会
が
で
き
、
私
達
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
児
童
や

高
齢
者
を
見
守
り
寄
り
添
う
活

動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
、
感
じ
ま
し
た
。
両

地
区
の
委
員
の
皆
様
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

残
暑
厳
し
い
、
９
月
15
日

（
日
）
久
宝
寺
中
学
校
区
地
区

で
、
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
は
、
久
宝
園

集
会
所
に
て
、「
美
園
地
区
敬

老
会
」
43
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
方
が
所
属
し
て
い

る
「
素
も
と
き
よ
し
ゃ
ち
ゅ
う

清
社
中
」
さ
ん
に
舞
踊
、

端
唄
を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
は
、
河
内
お
と
こ
節

を
委
員
の
お
ひ
と
り
に
唄
っ
て

「
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
」久

宝
寺
中
地
区
　
　
谷
元
　
千
津
子

パラバルーンで遊ぶ子どもたち

美園地区敬老会

好きやねん久宝寺まつり

今
年
４
月
か
ら
毎
月
第
３
土

曜
に
龍
華
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
「
は
と
ぽ
っ
ぽ
」
を
再

開
し
ま
し
た
。
４
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
を
経

験
し
た
上
で
の
再
開
で
し
た
の

で
、
打
ち
合
わ
せ
や
準
備
に
も

と
て
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
を
買
い
な
お
し
た

り
、
些
細
な
事
に
も
ド
キ
ド
キ

し
て
の
再
始
動
で
し
た
。
始

ま
っ
て
み
れ
ば
、
子
ど
も
達
の

笑
顔
、
笑
顔
…
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
同
士
も
お
し
ゃ
べ
り

さ
れ
て
い
る
場
面
も
あ
り
、「
始

め
て
良
か
っ
た
！
」
と
思
い
ま

し
た
。

参
加
し
て
下
さ
る
方
々
皆
さ

ん
に
と
っ
て
心
地
よ
い
居
場
所

と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
皆
で
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

リレー投稿
「はとぽっぽ再開‼」

山下　隆子
（龍華地区）

い
た
だ
き
、
バ
ッ
ク
で
控
え
め

に
躍
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
、

や
は
り
お
米
が
人
気
で
、
数
に

限
り
が
あ
り
、
別
の
景
品
を
各

自
選
ん
で
い
た
だ
き
、
満
足
し

て
貰
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

午
後
１
時
か
ら
、
久
宝
寺
小

学
校
に
て
、「
好
き
や
ね
ん
久

宝
寺
ま
つ
り
」
が
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
で
の
催
し
を
は
じ

め
、
体
育
館
で
の
「
三
世
代
交

流
ふ
れ
あ
い
大
会
」
と
、
盛
大

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

金
券
売
場
を
は
じ
め
と
し

て
、
様
々
な
ブ
ー
ス
と
、
演
技

者
の
中
に
も
民
生
委
員
・
児
童

委
員
さ
ん
を
見
か
け
、「
暑
い

中
頑
張
っ
て
は
る
な
あ
」
と
感



第８２号 令和６年11月１日八尾民児協だより

― 8 ―

あ
と
が
き

今
回
は
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
案
が
発
生
し
、
校
正
間
近
に
原
稿

依
頼
の
当
番
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
81
号
に
登
場
し
た
私
が
、
又
第
82
号
に
出
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）

で
す
の
で
、
ま
た
ま
た
バ
タ
バ
タ
し
て
し
ま
い
、
事
務
局
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
数
カ
月
で
、
ど
の
地
区
も
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
さ
れ
て
き
て
い

る
事
は
、
大
変
喜
ば
し
い
事
で
す
が
、
２
０
２
３
年
５
月
に
、
コ
ロ

ナ
が
５
類
に
移
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い

た
「
感
染
者
：
○
○
件
で
○
○
名
」
と
「
全
数
把
握
」
か
ら
、
全
国

５
０
０
０
の
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
公
表
す
る
「
定
点
把

握
」
に
、
変
わ
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
す
る
、
し
な
い
は
、
本
人
の

自
由
で
す
が
、
本
当
に
そ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
皆
さ
ん
は
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
、
高
齢
者
・
児
童

に
接
す
る
時
に
は
、
と
い
う
か
、
常
に
マ
ス
ク
を
常
備
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
１
回
目
の
広
報
部
会
は
、
私
が
欠
席
（
連
絡
ミ
ス

で
）
１
名
が
体
調
不
良
と
な
り
、
部
会
員
３
名
と
事
務
局
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
指
針
を
し
っ
か
り
と
、
作
っ
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
が
い
な
く
て
も
、
大
丈
夫
や
ん
と
、
ひ
が
ん
で
い
る
の
で
は
な

く
皆
で
作
っ
て
い
っ
て
る
こ
と
の
、
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
部
会
長　

谷
元
千
津
子

八尾市民生委員児童委員協議会のホームページが
リニューアルされます！
過去の風知草も掲載いたしますので、お楽しみに！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
　
彰

（
※
は
退
任
者
）

　

冨
岡　
　

勝
己　

（
八
尾
中
）

　

水
谷　
　
　

章　

（
東　

中
）

　

平
田　
　

英
雄　

（
上
之
島
中
）

　

辻
井　
　

孝
夫　

（
上
之
島
中
）

　

河
野　
　

靖
彦　

（
龍　

華
）

　

安
喜　
　

正
信　

（
久
宝
寺
中
）

　

園
田　
　

成
子　

（
高　

砂
）

　

貴
島　
　

秀
樹　

（
高　

安
）

※
下
澤　
　

勝
江　

（
曙
川
南
中
）

☆
八
尾
市
民
生
委
員
児
童

委
員
永
年
勤
続
市
長
表
彰

（
５
．
５
．
24
）

◎
15
年
勤
続
表
彰

　

谷
村　

知
栄
子　

（
八
尾
中
）

　

川
藤　
　

淳
子　

（
久
宝
寺
中
）

　
◎
６
年
勤
続
表
彰

　

村
上　

由
加
里　

（
成
法
中
）

座 右の銘
「
自
分
に
強
く
な
れ

　
　
自
分
に
負
け
る
な
」

我
を
亡
ぼ
す
者
は
我

原
因
も
結
果
も
自
分
自
身
に
あ
る
　

坂
上
　
耕
造
（
南
高
安
中
地
区
）


